
株式会社アネシス

事業として発展しながら、社会環境を変えていく

くまもとＳＤＧｓ
牽引部門

評価項目ごとの取組みの特徴・ポイント

普遍性
太陽光発電パネルの搭載率を継続して公表、搭載促進に寄与する
スタッフの声を聴き、働き方を改革、男女比率の改善に努めている

包摂性
災害に強い建物と街づくり、災害に強い組織体制を整える
フェーズフリーの発想で、平常時も災害時も安心できる

協働性
林業関係者、自治体とも連携しながら、県との協定を締結し、
熊本県産材の木材を利用した建築の促進に努めている

統合性
県産材木材活用による持続的な地域経済の活性化に寄与しながら、森林
保護、CO2固定による脱炭素、防災林としての災害対策まで寄与する

透明性
レジリエンス認証更新による公表で、活動の維持・改善が行われている
『ぼうさい国体』への参加で、情報発信を行い、認知を広めている

【取組み内容】

私たち アネシスグループでは、『目指すべき私達の事業は、企業として

発展していくことと同時に、社会と地球環境を改善していく活動である』

のスローガンのもと、事業を行っています。

1. 熊本県産材木材を使った木造建築物に取り組み、熊本県と『熊本県建築物

木材利用促進協定』を締結

2. 脱炭素社会を目指して、住宅への太陽光発電パネル搭載を推進

3. 災害に強い家、強い街、『災害対策室』活動でレジリエンスを強化

4. 働きがいジェンダー平等を目指し改善、男女比率を改善

ドローン街の写真

レジリエンスのまちづくり
井戸の写真

貢献するＳＤＧｓのゴール


